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1. はじめに 

 河道内植生の繁茂は，粗度増大や河積減少を引き起

こし，河川の治水安全度を低下させる．そのため，効果

的かつ効率的な植生伐採の実施が必要であり，このた

めには河道内植生の把握が求められる．近年，衛星画像

を用いた河道内植生の評価が行われている 1),2),3)．衛星

画像による河道内植生の評価は，現地調査よりも高頻

度かつ広範囲に実施できる利点を持つ．しかしながら，

衛星画像による日本全国の一級河川を対象とした河道

内植生の評価は不足している．そこで本研究は，日本全

国 109 の一級水系を対象として，衛星画像から算出し
た正規化植生指標（Normalized Difference Vegetation 
Index，NDVI）を用いて河道内植生を評価した． 
 
2. データセット 

2.1 衛星画像データ 

 衛星画像データとして，Google Earth Engine4)を通じて

入手した Sentinel-2 のマルチスペクトル画像（Level-2A）
（以下，Sentinel-2 画像）を用いた．2019 年 9 月 1 日か
ら同年 11月 30日の期間における Sentinel-2画像を用い
た．回帰日数は 10 日である． 
2.2 河道データ 

 河道データとして，山本ら 5)が整備した日本全域河道

位数データと河道マスクデータを用いた．このデータ

は，日本全域の Strahler 河道位数をラインデータとして
整備するとともに，河道位数 4 以上の河道マスクをポ
リゴンデータとして整備したものである．河道マスク

データには湖沼が含まれている．河道における NDVIの
抽出に河道データを使用した． 
2.3 湖沼データ 

 国土数値情報 6)の湖沼データを用いた．このデータは，

日本全域の湖沼および貯水池の範囲の広がりをポリゴ

ンデータとして整備したものである．湖沼内の植生は

本研究の対象としないため，河道マスクデータの湖沼

を取り除くのに湖沼データを使用した． 
2.4 一級水系データ 

 国土数値情報 6)の流域界・非集水域データから作成し

た一級水系のポリゴンデータを用いた．日本全国 109の
一級水系における河道内植生を評価するため，一級水

系のポリゴンデータを使用した． 

3. 分析方法 

3.1 Sentinel-2 画像を用いた NDVI の算出 
 式(1)により Sentinel-2 画像から NDVI を算出した 7)． 

NDVI = 
NIr - Vs

NIr + Vs
  

ここに，NIr：近赤外域（バンド 8）の輝度，Vs：可視光

（バンド 4）の輝度である．Sentinel-2 画像のバンド 4 と
バンド 8 の中心波長は，それぞれ 665 nm と 833 nm で

ある．算出した NDVI の空間解像度は 10 m である．空

間解像度 10 m の各セルにおいて，2019 年 9 月 1 日から
同年 11 月 30 日の期間における NDVI の最大値を算出
した．この際，QA60バンドの雲マスク（空間解像度 60 m）
を用いて雲の影響を排除した．なお，NDVI の最大値を
算出したのは，使用したデータの期間において最も河

道内に植生が繁茂している状況を評価するためである． 
3.2 NDVI の河道内平均値の算出 
 NDVI の空間解像度に合わせて河道マスクデータと
湖沼データをラスタ化し，湖沼を除いた河道マスクの

ラスタデータを作成した．また，日本全域河道位数デー

タを用いて，河道マスクのラスタデータに河道位数を

付与した．河道マスクデータと同様に，一級水系のポリ

ゴンデータも NDVI の空間解像度に合わせてラスタ化
した．以上のラスタデータを用いて，高水敷かつ植生域

を対象に，一級水系別，河道位数別の NDVI の河道内平
均値を以下の手順により算出した． 
1) Sentinel-2 画像の SCL（Scene Classification Layer）

バンドを使用した．空間解像度は 20 m である． 
2) SCL バンドの 11 分類のうち植生域，裸地域，水域

のみに着目した．使用したデータの期間において，

常に裸地域，水域に分類されているセルを除き，

NDVI の河道内平均値を算出した． 

 

4. 結果・考察 

 一級水系別の河道位数 4 以上の河道における NDVI
の河道内平均値を図-1に示す．NDVI の河道内平均値が
最も高い一級水系は，北海道において後志利別川水系

（0.81），東北地方において鳴瀬川水系（0.78），関東地
方において那珂川水系（0.77），北陸地方において関川
水系（0.76），中部地方において庄内川水系（0.74），近
畿地方において由良川水系（0.74），中国地方において 
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斐伊川水系（0.77），四国地方において土器川水系（0.72），
九州地方において菊池川水系（0.72）であった．括弧内
の値は NDVI の河道内平均値である．また，北に行くほ
ど NDVIの河道内平均値が高い傾向が見られた．今後，
この傾向が生じた理由を分析する必要がある． 
 地方別，河道位数別の NDVI の河道内平均値を図-2， 
河道位数と NDVI の河道内平均値との相関係数を表-1
に示す．北海道，北陸地方，中部地方，近畿地方におい

て，下流ほど NDVI の河道内平均値が高い傾向にあっ
たい．一方，東北地方，関東地方，中国地方，四国地方，

九州地方において，上流ほど NDVI の河道内平均値が
高い傾向にあった． 
 
5. おわりに 

 日本全国 109 の一級水系を対象に，Sentinel-2 画像か
ら算出した NDVI を用いて，2019 年秋季の河道内植生
を評価した．その結果，地方別に NDVI の河道内平均値
が最も高い一級水系は，後志利別川水系，鳴瀬川水系，

那珂川水系，関川水系，庄内川水系，由良川水系，斐伊

川水系，土器川水系，菊池川水系となった．また，地方

によって河道位数と NDVI の河道内平均値との相関関
係が異なることが示された．今後，2019 年秋季以外の
期間においても本研究と同様な傾向が見られるのかを

評価する必要がある．また，気候因子と河道における

NDVI の関係を分析する意向である． 
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図-1 一級水系別の河道位数 4 以上の河道における
NDVI の河道内平均値 
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図-2 地方別，河道位数別の NDVI の河道内平均値 

表-1 河道位数とNDVIの河道内平均値との相関係数 
 

地方 相関係数 
北海道 0.83 
東北地方 -0.75 
関東地方 -0.73 
北陸地方 0.88 
中部地方 0.95 
近畿地方 0.70 
中国地方 -0.91 
四国地方 -0.16 
九州地方 -0.98  
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